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論文審査の要旨 

 

Lachman テストは、膝前十字靭帯(以下 ACL)損傷診断のための、臨床的に信

頼性のある徒手検査である。先行研究で豚の膝を用いて、Lachman テスト時に発

生する関節音を高速フーリエ変換により分析し、客観的に評価できる聴診シス

テムを開発した。本研究では、Lachman テスト時に発生する関節音を高速フーリ

エ変換により分析し、ヒトの健常膝に対して ACL 損傷膝を客観的に評価し診断

できるかを検討した。 

ヒトの健常膝 60 例と ACL 損傷膝 24 例に対して、Lachman テスト時に発生

する関節音をマイクロフォンで検出し、高速フーリエ変換により比較検討した。

定量的指標として、相対的最大振幅(最大音圧)を示す音の音圧 dB と周波数 Hz

を使用した。 

Lachman テスト時に発生する関節音は、ヒトの健常膝に比して ACL 損傷膝

の音圧は小さく周波数は高かった。reference range を健常膝の周波数を用いて設

定したとき、感度 83.3%、特異度 95.6%、陽性的中率 95.2%、陰性的中率 85.2%

であった。 

これらの結果から、Lachman テスト時に発生する関節音を高速フーリエ変換

により分析し、ヒトの健常膝に対して ACL 損傷膝を客観的に評価し得ると考え

られた。臨床診断、臨床経過のみならず学生、研修医に対する教育への応用を期

待できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、運動器再建医学の進歩に寄与するところ

が大きいと認める。 
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